
  

社会福祉協議会地域福祉活動計画の策定について 

 

１ 概要 

  地域福祉活動計画は江東区地域福祉計画と連携し、地域住民、関係団体等が 

 地域福祉推進に主体的に関わるための具体的な活動計画である。 

  地域住民、ボランティア・NPO 等の住民参画のもと、地域課題の明確化と解   

 決策の協議を行い、その解決に向けた具体的な行動と関係機関・団体の役割分  

 担が明示されたもの。 

  現行の第四次江東区地域福祉活動計画の計画期間が令和元年度から５年度 

 までとなっており、現在、令和６年度からとなる第五次計画の策定を進めてい 

 る。 

 

２ 基本理念 

第４次計画までの基本理念は、「区民一人ひとりが住みなれた地域で、だれ

もが参加し、支えあい、安心してともに暮らせる「福祉のまちづくり」」。 

今年度策定を進めている第５次計画の基本理念は、江東区地域福祉計画と合

わせ「一人ひとりの尊厳が守られ、地域でともに支えあい、誰もが笑顔で安全

に暮らせるまち」とする。 

 

３ 計画期間 

  令和６年度から令和１１年度 ６か年計画 

 

４ 計画の推進 

地域の声を聴くために５圏域でまちづくり話し合いひろばを実施。ひろばに

参加したメンバーを含め地域の方と協力しながら計画を推進する。 

計画策定後も各地域でまちづくり話し合いひろばを開催し、地域の意見を伺

った上で、推進評価委員会へ諮る。 

 

５ 計画体系図の変更 

  第４次地域福祉活動計画事業体系図から、住民や社協の役割を明確化する

体系図へ変更する。地域の声を反映する「目指す地域の姿」「活動目標」「個人・

地域でできること」「団体でできること」のほか、地域主体の取り組みに連携
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して「社協でできること」「社協に期待すること」も掲げる。 

 

６ 計画のＰＤＣＡサイクル 

 ア 第４次計画「Ｃｈｅｃｋ（評価）」については、令和元年度から令和４年

度の４か年評価を記載する。 

 イ 第５次計画「Ｃｈｅｃｋ（評価）」の考え方については、現行計画の地域

福祉活動計画体系図が異なるため新たに作業部会で検討する。 

   

 

 

 

- 2 -



- 3 -



- 4 -



- 5 -



- 6 -



- 7 -



- 8 -



- 9 -



- 10 -


